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令和５年度　江戸川区立東小岩小学校　人権教育　年間指導計画（第2学年）

国語
「ないたあかおに」

場面や登場人物の様

子を読み取り、思いを

規則の尊重
みんなで使うも

のや場所を大切

にし、人に迷惑を

かけないように

する。

人権教育に

かかわる学

級の目標を

設定する。

自他の大切さを知り、２学年としての望ましい人間

関係を築く。児童の学校生活への適応を図る。

人権にかかわる言語環境を整え、教育環境の整備を図る。

一人一人が個性や能力を発揮して活躍できる場や機会を設定し、学級

の一員として認められているという存在感や安心感をもつことができる

ようにする。

１年間の学校生活を振り返り、自己の成

長を確認させる。

国語「手紙を書いて
つたえよう」

作文を友達と読み合

い、よいところを見付

国語「グループはっぴょう会
をひらこう」

聞き方名人になって友達が伝

えたいこと、発見したことを見

国語「きつねのおきゃくさ
ま」

人を信じ明るく接すること

の大切さを読み取る。

国語「かさごじぞう」
二人の温かい人柄に触

れ、音読を工夫して表現

する。

国語「１年間のできごとをふ
りかえって」

友達の作文を読み合い、表

現や生活態度のよいところを

発表する。

国語
「お話を読んでしょうかいしよ

う」

場面の移り変わりや人物の心

の触れ合いを読み取る。

学級活動
自分や学級の目標を

設定し、望ましい人間

関係を考える。

ユニセフ募金
世界で困っている

人のことを理解し、

助け合おうとする。

音楽「みんなの音楽パー
ティー」

発音や声の出し方に気をつけ

ながら、みんなで声を合わせ

１年生をむかえよう
友達や１年生と一緒に

学校探険をして、優しく

接しようとする。

もっとなかよしまちたんけん
地域で働く方にインタビューして、素敵なところを発見ミニトマト日記をまとめよう

育てた野菜の収穫を祝うとと

もに、その喜びを味わう。

あしたへジャンプ
赤ちゃんのお世話体験や成長の聞き取

りを通して、自分の成長に実感をもち、友

達と共に成長を認め合い、喜び合う。

信頼･友情
友達と仲よく助け

合い、励まし合っ

ていこうとする。

（子供）

生命の尊重
命の尊さに気付

き、大切にしよう

とする。

家庭愛
家族に対して、感

謝の念をもち、家

族の役に立とうと

する。

信頼・友情
身近にいる友達と

仲よく活動し、助け

合っていこうとする。

（子供）

感謝
自分たちを世話し

てくれる人々の労

苦を理解し、感謝

する気持ちをもつ。

善悪の判断、勇

気 正しい行動を

愛し、それを行おう

とする。

（子供）

家庭愛
父母などの労

苦を知り、敬愛

の心をもつ。

生命の尊重
たった一つの命

を大切にしようと

する。

展覧会
友達のよさを認

め合い、努力に

気付く。

運動会
協力し合って演技

しようとする。

国語
「すきなことをつたえよ

う」

友達に伝えたいことを

順序を考えながら話す。

体育(走・跳)「リレー遊び」

公平･協力の態度を身に

付ける。

縦割り班活動 異学年の友達と仲よく遊びながらお互いを認め合う。 ○縦割り班給食3回 ○青空給食 ○ゲーム集会

1年生を迎える会

学級活動
自己の成長を

確認し、進学

に向けて。新

たな目標を考

える。

６年生を送る会

ふれあい給食
お世話になってい

る地域の方々に感

謝の気持ちで接す

わくわくまちたんけん
町を探検して、自分の住

む町の良さに気づく。

あいさつ運動 ふれあい月間
(いじめ防止強化月

ふれあい月間

(いじめ防止強化月

ふれあい月間
(いじめ防止強化月

個人面談等：家庭

と連携を密にし、

児童一人一人の

実態を把握する。

年間指導計画作成のための留意点（東京都教育委員会発行「『人権教育プログラム（学校教育編）』ｐ14人権教育の年間指導計画（例）」を必

ず参照し作成すること）

○ 教科等の目標や内容を踏まえ、その単元や題材全体に関わる人権教育の視点を明確にした上で、指導計画に位置付ける。

○ 普遍的な視点からの取組と個別的な視点からの取組を指導計画に位置付ける。

○ 各教科・読書科、特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動等における内容について、個別的な視点からの取組を中心に関連を明確

にする。

○ 児童・生徒が主体的に学習活動に参加し、互いに協力し合って学習に取組めるよう、協力的、参加的、体験的な学習を位置付ける。


